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（1）酵母の 形質転換 に 関する研究 （リチ ウ ム 法 、 ミ ニ プロ トプラ ス ト法）

　本受賞者は 乾燥酵母 の 解糖酵素系 を利用 した CDP 一 コ リ ン 発酵 （核酸

発酵 ）系を確立 し 、 酵母バ イ オ リア ク タ
ー とその 発酵初期の 反応機作を解

明 した 。 そ の 成果 を踏 まえて 、 生酵 母 を リチ ウ ム 酢酸 な どの ア ル カ リ金属

で 処 理 す る こ とに よ り 、 DNA を効 率 的 に 導入 で き る こ と を発見 し 、
こ れ

を実用化 させ た 。 本法 は 日本国 内 よ り もア メ リ カ に お い て 先 に高い 評 価 を

受け 、 逆輸入的 に我が 国 へ 紹介され た。 本法は今日広 く世界中で 利用 され 、

酵 母 の 遺伝 子組換 え を飛 躍 的 に 発展 させ
、 酵 母の 分子生 物学 に 多大 の 貢献

を果 した 。 本受賞者 は また 、 酵 母 の 芽の 部分 か ら細 胞 質 の み を含 む ミ ニ プ

ロ トプ ラ ス トを造 成 し、 そ れ に よ っ て 、 酵母の 核 に は 影響 を与えず に細胞

質の み を改変す る 方法 を開発 した
。

（2）解糖系 メ チル グ リオキサ ー ル経路の 解明と 関連物質の生産

　本受賞者は 解糖系の 中 問体か ら生 合成 され る毒性物質で ある メ チ ル グ リ

オ キ サ ー ル （MG ） の 代謝系を各種微 生物 を用 い て 系統的 に解析 し、 そ の

存在を証 明す る と と もに 、 こ の 解毒代 謝系 を解糖系 メ チ ル グ リオキ サ ー ル

経路 と命名 した
。 そ して 、 MG が グ ル タチ オ ン の 存在下 に 、 酵 素 グ リ オキ

サ ラ
ー ゼ 1 （GLOI ） に よ っ て 解毒 さ れ S 一

ラ ク トイ ル グ ル タ チ オ ン （SLG ）
に 変換 され る こ と を証明 す る とと もに 、 SLG 　 が抗炎症 作用 を持つ こ と を

発 見 し 、 酵母 細胞 を使 っ て 、 高純度 の SLG 標品 を大 量に 生 産する 方法 を

開 発 した 。 また
、
GLOI の 遺伝子 をは じめ て　Pseudomonas 　 putida　と

Saccharomyces　 cer （？visiae 　か ら ク ロ
ー

ニ ン グ し分子 進化モ デ ル を提唱 し

た 。

（3）酵母 にお け る各種ス トレス に よる情報伝達機構の 解明

　本受賞者 は 酵母 細 胞 が グ ル タチ オ ン
、 お よび 、 そ の 関連物質の 代謝系を

調節す る こ とに よ っ て 、 活性酸素 ス トレ ス に対 し適応 して い る こ と を

  グ ル タチ オ ン 合 成 系酵素遺伝 子 、 過酸化脂質耐性 賦 与 遺伝子 （osre1）
の ク ロ ー ニ ン グ とそ れ らの 破壊株の 解析 、   グ ル タチ オ ン の 再 還 元系酵素

遺伝子 や種 々 の 抗 酸 化系酵 素遺 伝 r一の 取得 と破壊株の 詳細な解析 、   チ オ

レ ドキ シ ン や Yap　1 、 な ど の 関連 の 遺伝子 とそ れ らの 破壊株の 解析 を通 し

て 明 らか に した 。 また 、 酵母 （HaiiselluJa　 n ］　rakii ） に お い て 膜 結 合型 グ ル

タチ オ ン ペ ル オキ シ ダー ゼ を発見し、 生 化学的解析や そ の 変異株 の 解析 な

どか ら
、 酵母に お ける グ ル タ チ オ ン ペ ル オ キ シ ダー ゼ の 存在 を初 め て 証明
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